
後
に
調
整
す
る
よ
う
校
長
会
を
通
し
て

依
頼
し
た
。（
教
育
長
）

 　
　

要
支
援
１
・
２
の
訪
問
・
通
所
介

護
に
対
す
る
保
険
給
付
が
外
さ
れ
、
市

町
村
が
行
う
総
合
事
業
へ
移
行
さ
れ
た

が
、
総
合
事
業
の
基
準
緩
和
サ
ー
ビ
ス

の
全
市
整
備
が
整
わ
ず
全
市
展
開
が
で

き
て
い
な
い
現
状
で
は
介
護
予
防
相
当

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

基
準
緩
和
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
は

一
定
の
時
間
を
要
す
る
と
考
え
て
お
り
、

当
面
は
介
護
予
防
相
当
サ
ー
ビ
ス
も
利

用
で
き
る
現
在
の
運
用
を
継
続
し
、
担

い
手
育
成
も
進
め
て
状
況
を
注
視
す
る
。

事
業
廃
止
・
休
止
の
市
民
生
活
へ
の
影
響
と

　

万
代
島
ル
ー
ト
未
着
手
部
分
の
事
業
化
中
止

五
十
嵐　

完
二

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
廃

止
・
休
止
を
前
提
に
見
直
す
事
業
は
１

１
９
４
事
業
で
、
約
４
４
１
億
円
に
も

な
り
、
福
祉
、
教
育
な
ど
市
民
生
活
に

最
も
密
着
す
る
分
野
が
約
２
３
６
億
円

と
半
分
以
上
を
占
め
る
。
市
民
生
活
へ

の
影
響
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

こ
の
た
び
の
事
業
見
直
し
は
、
一

律
に
削
減
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後

も
市
民
の
安
心
、
安
全
な
暮
ら
し
の
実

現
を
目
指
し
、
安
心
政
令
市
に
い
が
た

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

 　
　

万
代
島
ル
ー
ト
の
未
着
手
部
分
で

あ
る
明
石
通
り
か
ら
柳
都
大
橋
を
つ
な

ぐ
高
架
道
路
と
秣
川
岸
通
交
差
点
の
立

体
交
差
化
、
西
堀
か
ら
日
本
銀
行
新
潟

支
店
ま
で
は
約
５
０
０
億
円
も
か
か
り
、

渋
滞
の
状
況
な
ど
か
ら
も
事
業
化
し
な

い
こ
と
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

基
本
的
に
未
着
手
部
分
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
な

こ
と
も
含
め
て
国
と
し
っ
か
り
意
見
交

換
を
し
て
い
き
た
い
。

策
定
し
公
表
し
た
が
、
最
高
水
位
、
浸

水
面
積
共
に
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
大
き

く
上
回
っ
た
。
新
た
な
津
波
浸
水
想
定

に
基
づ
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や

避
難
方
法
な
ど
の
検
討
、
さ
ら
な
る
周

知
お
よ
び
災
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

新
た
な
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

策
定
に
早
急
に
取
り
掛
か
る
と
と
も
に
、

避
難
計
画
策
定
を
進
め
、
他
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
併
せ
て
周
知
方
法
を
検
討

し
、
地
域
の
訓
練
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

 　
　

文
部
科
学
省
は
２
０
１
６
年
度
に

認
知
し
た
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
の
件

数
が
過
去
最
多
と
発
表
し
、
い
じ
め
が

原
因
で
の
自
殺
者
は
10
人
と
の
こ
と
で

あ
る
。
本
市
の
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
が

起
き
な
い
た
め
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

教
職
員
に
子
ど
も
の
自
殺
を
止
め

る
命
の
門
番
と
な
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
研
修
や
、
自
殺
予
防
に
関
わ
る
管

理
職
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。（
教

育
長
）

●ゲートキーパー
　自殺の危険を示すサイン
に気付き、適切な対応を図
ることができる人のことで
「命の門番」とも位置付け
られる人のこと。
　国の自殺総合対策大綱で
は、かかりつけの医師をは
じめ、教職員、保健師など
関連するあらゆる分野の人
材にゲートキーパーとなっ
てもらえるよう研修などを
行うことが規定されている。

職
員
の
意
識
改
革
と

 

将
来
人
口
の
策
定

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

本
市
の
職
員
は
財
政
の
厳
し
さ
を

忘
れ
、自
己
保
身
的
な
施
策
提
案
を
行
っ

て
い
る
。
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
考
え

方
で
職
務
に
励
む
意
識
改
革
の
必
要
性

と
本
市
独
自
の
特
徴
あ
る
施
策
で
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
周
辺
施
設
と

一
体
的
な
ゾ
ー
ン
に
導
入
す
る
な
ど
、

よ
り
効
果
的
な
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と

 

共
生
型
サ
ー
ビ
ス

伊
藤　

健
太
郎

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

厳
し
い
財
政
状
況
下
の
予
算
編
成

だ
が
、
市
民
の
安
心
の
た
め
に
も
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る
最
低
限
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
し
っ
か
り
と
維
持
す
る
の
か
。

　
　

来
年
度
は
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源

を
本
市
が
目
指
す
方
向
性
に
沿
っ
た
事

業
へ
重
点
配
分
し
、
安
心
政
令
市
に
い

が
た
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

 　
　

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
対
象
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

訪
問
介
護
と
限
ら
れ
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
意
欲

が
高
い
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど
に

つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
特
区
の
活
用

や
市
制
度
の
柔
軟
な
運
用
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
深
化

を
率
先
し
て
追
求
す
べ
き
で
は
。

　
　

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
は
さ
ま
ざ
ま
な

形
態
が
考
え
ら
れ
る
。
介
護
保
険
と
障

が
い
の
サ
ー
ビ
ス
が
相
互
補
完
で
き
る

よ
う
調
査
研
究
し
、
事
業
者
の
意
欲
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
。

本
県
の
農
業
産
出
額
の
急
落
と

　

農
業
政
策
へ
の
取
り
組
み
の
意
気
込
み

佐
藤　

幸
雄

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

農
業
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
で

の
本
市
農
業
活
性
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名

誉
所
長
の
説
明
で
、
農
業
産
出
額
の
２

０
０
５
年
の
指
数
を
１
０
０
と
す
る
と

２
０
１
５
年
は
青
森
県
や
山
形
県
な
ど

（
仮
称
）江
南
駅
設
置
に
向
け
た
調
査
と

 

設
置
の
ス
ト
ー
リ
ー

宇
野　

耕
哉

（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

熊
本
市
で
は
西
熊
本
駅
が
請
願
駅

と
し
て
開
業
し
た
が
、
予
想
以
上
の
利

用
客
で
周
辺
の
世
帯
も
増
加
し
、
波
及

効
果
が
出
て
お
り
、
盛
岡
市
や
名
古
屋

市
で
も
新
駅
設
置
の
検
討
を
始
め
た
。

公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
は
全
国
的
な
ト
レ
ン
ド
と

考
え
る
が
、（
仮
称
）江
南
駅
設
置
に
向

け
ど
の
よ
う
な
調
査
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
る
上
で
必
要

と
さ
れ
る
採
算
に
見
合
う
利
用
者
数
の

把
握
に
向
け
、
周
辺
の
既
成
市
街
地
や

開
発
計
画
を
踏
ま
え
た
需
要
調
査
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
　

平
成
29
年
２
月
議
会
の
答
弁
の

「
新
駅
設
置
が
地
域
の
持
続
的
な
発
展

に
つ
な
が
り
、
市
全
体
に
も
好
影
響
を

与
え
る
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
出
来

上
が
っ
て
き
た
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
新

駅
設
置
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
進
展
す
る
よ

う
、
地
域
の
取
り
組
み
に
対
し
、
引
き

続
き
支
援
や
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

津
波
浸
水
想
定
に
基
づ
く
災
害
対
策
と

 

い
じ
め
に
よ
る
自
殺

金
子　

孝

（
新
潟
市
政
ク
ラ
ブ
）

 　
　

県
が
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
津
波
浸
水
想
定
を

　
　

本
市
で
は
市
民
視
点
を
重
視
し
て

人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
独
自

の
考
え
方
で
事
業
を
組
み
立
て
、
業
務

の
在
り
方
を
工
夫
す
る
こ
と
は
施
策
運

営
に
不
可
欠
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

 　
　

平
成
27
年
の
本
市
に
お
け
る
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
社
人

研
）
の
推
計
人
口
と
国
勢
調
査
の
人
口

で
、１
・
15
％
と
い
う
大
き
な
差
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
社
人
研
の
デ
ー
タ
を
基

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
よ
い
の
か
疑

問
で
あ
る
。
本
市
は
将
来
人
口
を
策
定

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

全
国
的
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

で
差
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
将

来
推
計
人
口
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ

と
は
難
し
い
問
題
だ
と
考
え
る
。

水
と
土
の
芸
術
祭
の
事
業
縮
減
と

　

緑
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
導
入

平
松　

洋
一

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

の
財
政
見
通
し
で
は
、
現
在
の
状
況
で

は
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
限
界
が
き

て
い
る
と
あ
る
。
危
機
的
財
政
難
で
の

事
業
縮
減
案
と
し
て
、
水
と
土
の
芸
術

祭
の
事
業
の
う
ち
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
予
算
８
５
０
０
万
円
を
削
減
し
、
学

校
な
ど
の
修
繕
に
充
て
る
べ
き
で
は
。

　
　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
芸
術
祭

の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
、
理
念
を
伝
え

る
大
切
な
取
り
組
み
。
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
の
醸
成
に
も
つ
な
が
り
交
流
人
口

拡
大
、
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 　
　

緊
縮
財
政
の
折
、
国
が
導
入
を
模

索
中
の
森
林
環
境
税
と
併
せ
、緑
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、
い
わ
ゆ
る
森
に
企
業

や
団
体
の
命
名
権
を
与
え
る
制
度
を
、

本
市
独
自
で
公
園
な
ど
に
も
導
入
し
、

維
持
管
理
費
を
確
保
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

公
園
で
の
導
入
は
宣
伝
効
果
が
限

は
伸
び
て
い
る
が
本
県
は
78
ま
で
落
ち

込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の

急
落
に
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
。

　
　

コ
メ
王
国
と
言
わ
れ
て
き
た
本
県

の
農
業
産
出
額
の
落
ち
込
み
が
続
く
中
、

東
北
各
県
が
反
転
し
て
い
た
事
に
は
、

強
い
シ
ョ
ッ
ク
と
危
機
感
を
抱
い
た
。

 　
　

我
々
も
農
業
活
性
化
の
た
め
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
78
ま

で
下
が
っ
た
農
業
産
出
額
の
指
数
が
上

向
く
よ
う
行
政
と
共
に
努
力
を
し
て
い

く
思
い
だ
が
、
本
市
の
取
り
組
み
に
向

け
た
意
気
込
み
を
伺
う
。

稲作中心の本市の農業

　
　

農
業
所
得
の
確
保
、
向
上
に
向
け

て
園
芸
品
目
に
よ
る
産
地
づ
く
り
を
重

要
な
施
策
に
位
置
付
け
る
思
い
を
強
く

し
た
。
農
協
と
一
層
連
携
を
強
化
し
、

コ
メ
依
存
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
く
。

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
の
購
入
日
程
と

 

介
護
予
防
相
当
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

就
学
援
助
で
あ
る
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
の
支
給
が
本
年
度
か
ら
就

学
前
の
３
月
に
改
善
さ
れ
た
が
、
各
校

の
学
用
品
購
入
日
程
が
従
来
の
２
月
の

ま
ま
で
は
、
い
っ
た
ん
立
て
替
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
業
者
の
共
同
購
入
日

程
と
調
整
を
図
る
な
ど
改
善
を
求
め
る
。

　
　

学
用
品
費
の
支
給
時
期
の
変
更
に

伴
い
、
学
用
品
共
同
購
入
日
程
を
支
給

12
月
定
例
会　
　

一
般
質
問
の
要
旨

▼  
一
般
質
問
者
は
23
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ 
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
、
全
て
市
長
答
弁
で
す
。
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